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１、葦毛湿原中心部の動物調査（2023年７月から 2024年６月） 

 葦毛湿原では植      表１ 葦毛湿原指定地内動物集計表（No.1～5 集計） 

物に対する動物の

食害対策として、

2023 年度に監視の

ために赤外線セン

サーカメラを５台

設置しました。途

中で故障して撮影

できなくなったカ

メラもあります

が、2023 年 7 月か

ら 2024年 6月まで

の１年間のデータ

がまとまったので

報告します。 

葦毛湿原中心部

の５か所にセンサ

ーカメラ（No.1～

5）を設置しまし

た。全体の傾向は表１のとおりです。 

 動物の種類としては、ニホンイノシシが最

も多く、ニホンカモシカとニホンジカが同程

度写っています。この 3 種で全体の 80％近く

を占めており、かつ、これらによる食害や撹乱

の被害が最も深刻です。次に多いのはニホン

ノウサギとホンドタヌキで、ニホンノウサギ

の食痕は確認していましたが、特に問題にな

るほどではありませんでした。 

 時期的な特徴としては、ニホンイノシシは

７・８月に集中し、ニホンカモシカとニホンジ

カは同じ傾向を示しており、４月から 10月に

集中するようです(次頁図１参照)。また、ニホ

ンノウサギとホンドタヌキには明瞭な傾向は

無いようです。 

 全体の傾向としては以上ですが、センサー

カメラを設置した場所の条件の違いが動物種

の違いに反映しているようです。 

番

号 
種  名 

総

数 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

４

月 

５

月 

６

月 

1 ニホンイノシシ 90 4 26 39 12 4 1 2 0 0 2 0 0 

2 ニホンカモシカ 41 5 6 5 7 0 1 0 1 0 5 7 4 

3 ニホンジカ 43 4 12 8 3 0 0 0 0 0 6 2 8 

4 ニホンノウサギ 21 1 1 5 1 0 2 1 0 0 2 6 2 

5 ホンドタヌキ 16 2 4 2 0 0 3 1 3 0 1 0 0 

6 ホンドキツネ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

7 ホンドテン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

8 ニホンイタチ 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 

9 ニホンアナグマ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 ヤマシギ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

11 コジュケイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12 ノネコ 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

13 ハクビシン 7 1 0 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 

14 アライグマ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

  合  計 222 17 49 62 26 7 8 4 4 0 16 15 14 
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葦毛湿原中心部動物種割合

ニホンイノシシ ニホンカモシカ

ニホンジカ ニホンノウサギ

ホンドタヌキ ホンドキツネ

ホンドテン ニホンイタチ

二ホンアナグマ ヤマシギ

コジュケイ ノネコ

ハクビシン アライグマ

カキラン 
Ｎｏ.１５８ 

 



１）Ｎｏ．１（Ｌ地点北） 

 No.1は三の沢下流のノカンゾウが多く自生し

ていた地点を監視できるように設置しました。

2023 年 4 月から 12 月まで撮影できましたが、

カメラが壊れ、これ以後撮影できなくなってし

まいました。４月にはニホンジカとニホンカモ

シカが写り、ノカンゾウを食べている可能性が

高くなったので、6 月にシカ除けネットで囲い

ました（葦毛通信 No.143 参照）。これ以後、ネ

ット内に入る動物は無く、食害対策としては十

分機能しているようです。 

 

２）Ｎｏ．２（Ｊ地点西） 

 No.２はＪ地点に接する指定地外の木に設置

しました。ここは、森だったところを伐採して

一部は湿地に戻ったところですが、明るい草地が広がる環境になり、動物の通り道になっ

ているようです。2023年 7月から 2024年 2月まで撮影できましたが、カメラが壊れ、これ

以後撮影できなくなってしまいました。 

 ここでは、ニホンイノシシ（10回）、ニホンカモシカ（６回）、ニホンジカ（９回）、ニホ

ンノウサギ（３回）、ホンドタヌキ（６回）が撮影されました。木を伐採したところより上

流は下草が少ない照葉樹の暗い森になっており、動物が通りやすくなっているようです。 

 

３）Ｎｏ３．（一の沢：Ｓ地点東） 

 No.３は一の沢の上流部に設置しました。ここも森だったところを伐採・伐根しましたが、

一の沢沿いは良好な湿地に戻っています。一の沢上流部は国有林との地境になっており、

通路になっていますが、動物も利用していると予想してセンサーカメラを設置しました。

2023年 7月から 2024年 6月まで撮影でき、現在も撮影を継続しています。 

 ここでは、ニホンイノシシ（８回）、ニホンカモシカ（31回）、ニホンジカ（７回）、ニホ

ンノウサギ（６回）、ホンドタヌキ（10回）、ハクビシン（６回）、ニホンイタチ（２回）が

撮影されました。地境より北側（下流側）は一の沢湿地を中心に広く草地になっており、沢

に向かっておりていくニホンカモシカやニホンジカが写っていました。 

 特に、ニホンカモシカは一の沢では日中何度も目撃されています。一の沢の中腹あたり

で、座って草を食んでいるところも見たことがあり、反芻しているようでした。昨年度の

植生回復作業の時には、ニホンカモシカの糞も見ており、頻繁に訪れているようです。 

 一の沢は、サワギキョウがわずかに残っていたところです。サワギキョウの群落は大き

くなり、湿原内で分布を広げていましたが、昨年の秋にはサワギキョウの中心群落の広範

囲に食害があることが確認できました。センサーカメラの映像にサワギキョウを食べてい

るところが写ったわけではありませんが、ニホンカモシカとニホンジカによる食害の可能

性が高いと思われます。 

 

４）Ｎｏ．４（Ｉ地点中央） 

 No.４は木道に囲まれた葦毛湿原の中央部に設置しました。2023年 7月から 2024年 6月

まで撮影でき、現在も撮影を継続しています。 

 ここでは、ニホンイノシシが８月に３回、10・11月に各１回の計５回撮影されただけで、

中央部分にはあまり動物が侵入していないことが判明しました。 

図１ 月別撮影回数（No.1～5 集計） 
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５）Ｎｏ．５（四の沢：Ｌ地点東） 

No.５は四の沢の上流部に設置しました。2023年 7月から 2024年 6月まで撮影でき、現

在も撮影を継続しています。四の沢は葦毛湿原の中では最も水量が多く、これまで渇水に

なっても枯れたことはありません。沢として流れている距離も長く、最も湿った環境です。 

 

ニホンカモシカ：No,３（2023年 7月 20日）   No,３（2023年 8月 12日） 

 
ニホンジカ： No,５（2023年 10月 19日） ニホンジカ： No,２（2023年 9月 4日） 

 

ニホンジカ： No,５（2023年 8月 12日） 



ここでは、ニホンイノシシ（61回）、ニホンカモシカ（3回）、ニホンジカ（22回）、ニ

ホンノウサギ（10回）、ヤマシギ（１回）が撮影されました。四の沢で最も多く撮影され

たのはニホンイノシシで、８・９月だけで 47回撮影されています。ニホンジカは４･６･

８月に 21回撮影されており、春と夏に集中するようです。 

葦毛湿原内全体の動物出現傾向として、現状では、湿地中央部への動物の侵入は少な

く、周辺部の高い所にはニホンカモシカ、低い所はニホンジカ、水分の多い沢沿いはニホ

ンイノシシが多く来ているのが確認できました。今後は、サワギキョウのように食害が心

配される植物を中心に、センサーカメラの位置を変更して食害の実体を調査したいと考え

ています。シカ対策のためにネットで囲う有効性は確認できましたが、湿地全体をネット

で囲うのも現実的ではないので、忌避剤による効果を確認する実験を行うつもりです。 

 

ニホンイノシシ親子： No,５（2023年 9月 3日） 

 

ニホンイノシシ： No,３（2023年 9月 7日）ニホンイノシシ： No,５（2023年 8月 19日） 

 

ホンドタヌキ： No,３（2023年 8月 1日）ニホンイタチ： No,５（2023年 10月 18日） 


